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原種デポニアヌム (Cymbidium deuonianum)も
ニホンミツバチを誘引する

菅原 道夫

前報 (ミツパテ科学22(2):79-82)でキン

リ ョ ウ へ ン (Cymbidium floribundum

[-pumilum])だけでなく,キンリョウへンを

交配親にしたシンビジュウムの花からも蜂の集

結を誘う花香が放出されていることを明らかに

した (菅原,2001).その調査の過程で,特にキ

ンリョウへンとデポニアヌム (インド北部から

タイまでの高地に分布する原種のシソビジュウ

ム)の交配種である ミス ･ムヘ ット (Miss

MuffetpumilumXdevonianum Greenoaks

(1964))の花がキンリョウへンの花と同様,あ

るいはそれ以上の誘引力があることを知った.

この大きな誘引効果は,キンリョウ-ンだけ

でなく他方の交配親であるデポニアヌムの花も

蜂を誘引する花香を放出していることを暗示 し

た.さっそく,デポニアヌムを入手 し開花を待

って,花が蜂を誘引するかどうかを検定してみ

た.

方法と結果

花芽の付いたデポニアヌムは,高木農園の小

島勝也氏のご好意で入手できた.4月15日に

開花がみられた (図 1).花芽は一本,花の数は

18個であった.花を室外に出すとさっそくニ

ホンミツバチの働き蜂が訪花した (図 2).

花の誘引効果の検定は,菅原 (2001)と同様

の方法で行なった.枚方市で捕獲し,セイヨウ

ミツバチ用の巣箱で飼育するニホンミツバチの

コロニーを検定に用いた.

図3は,デポニアヌムの花5個をシャーレに

図 1 デポ二アヌムとその花 r/.

花の色は,黄緑色の地にエンジの筋 図3 5個のデポ二アヌムの花に集まる

が入り,中央部は紫色を帯びる. ニホンミツバチ
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入れ,蜂の集結をみた結果を示す.蜂は,ベニ

ヤ板に落とされるとすぐに花に向かって歩きだ

し,5分後には全ての蜂は花に集結した.

この検定では,誘引力を数値として示せない

が,デポニアヌムの花の誘引力は,キンリョウ

へンより強く, ミス･ム- ットと同程度と思え

た.

考察

マタクビがネコやクサカゲロウを誘引する現

象は,マタクビが偶然ネコの誘引物質を作り上

げてしまい,神のいたずらと思えるもので (石

井,1970),その生態学的な意義はないと考え

られている.

同様にキンリョウへンが花粉媒介者として蜂

を誘う (佐々木,1992)だけでなく,分蜂群や

逃亡群までも誘引してしまう現象もその生態学

的な意義が明らかにされてこなかった.

キンリヨウへンだけでなくデポニアヌムまで

も蜂の群れを誘引する能力があることが明らか

になると,この現象が蜂とランにとって生態学

的に意味があると考えざるを得ない.

分蜂群も逃亡群もその中心温度は36℃に保

たれる(菅原,2000).さらに,これらの群れが

飛び立っ時は,群れを構成する全ての蜂の体温

は42-43℃の高温になる (菅原 投稿準備).

ランが自生する高地の気温が低い環境で受粉に

続く受精時に温度が高く保たれることが効果的

であるなら,蜂が集結する意味があると考えら

れる.事実,キンリョウへンに分蜂群が集結す

れば,熟のため花はしおれてしまうが,花茎に

種子が形成されることが多いことはたびたび観

察されている (佐々木,1999).この事実は先

の仮説を支持するものと思われる.
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